
























































































































































































































































1.静止 54,618(42.8%) 45,002(35.1%) 26,668(20.8%)
2.歩行 2.492(2.3%) 2,436(1.9%) 3,718(2.9%)
3.跳躍 .凝り 128(0.1%) o(0%) 256(0.2%)
4.摂餌 .摂水 8,590(6.7%) 9,359(7.3%) 12,693(9.9%)
5.毛づくろい 20,770(16.2%) 33,335(26.0%) 28.078(21.9%)
6.睡眠 41.155(32.1%) 38,07B(29.7%) 56.541(44.1%)
7.その他 (排便 .排尿 .噛む等 o(0%) o(0%) 256(0.2%)
料+6(静止) 95,773(74.7%) 83,080(64.8%) 83,209(64.9%)


























認められた｡なお､摂餌 ･節水 ･排便 ･排尿等の行
動はやや増加したものの大きな変動は認められな
かった｡
<結論>
平均3.97kg体重のウサギにとって在来型FRPケー
ジよりscANBURケージの方が､ウサギの飼育環境と
してより良い環境であることが分った｡なお､良い
ウサギの飼育環境として専らウサギをフィールドに
近似した飼育を是とするAnimalWelfareInstitute
7)とウサギのスイス規定8)､飼育ケージそのものを
動物環境工学､危険因子､コスト効果ならびに将来
像等から検討することも必要なことであると思われ
る9)｡
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創立15周年記念
第34回岡山実験動物研究会
平成9年11月28日(金)午後1時からメルパルク
oKAYAMAで､岡山県新技術振興財団との共催で開催
された｡
はじめに会長の佐藤(岡山大 ･農学部)から開会の
挨拶があり､その後､記念講演に移った｡
記念講演は ｢ライフサイエンスの展開と実験動
物｣と遺して岡山大学名誉教授､日本実験動物協会
副会長の猪貴義先生が講演された｡この司会は佐藤
(岡山大 ･農学部)が担当した｡
続いて特別講演に移った｡
特別講演(1)は ｢疾患モデル動物の開発とその応
用｣と題して国立精神 ･神経センター･モデル動物
開発部部長の菊池建磯先生が講演された｡この司会
は内藤一郎先生(重井医学研究所)が担当されたO
休憩を取った後､事務局から会務報告があった｡そ
の内容は､①平成9年度の研究会は特別講演会が3月
6日に､第33回研究会が7月12日に開催され､また創
立15周年記念 第34回研究会は岡山県新技術振興財
団との共催で､現在メルパルクOKAYAMAで開催され
ていること､(む第14号の研究会報は10月に発行し､
11月に送付したこと､③理事会 ･常務理事会は各々
2回開催したこと､④平成9年度の会計収支中間報告
(1月1日-11月27日)､などであった｡なお､上記の
内容については､研究会に先立って開催された平成
9年度第2回の理事会で報告､審議､了承された｡
会務報告後､特別講演が引き続き行われた｡
特別講演(2)｢痛の遺伝子治療｣と遷して岡山大
学 ･医学部 ･第一外科教授の田中紀章先生が講演さ
れた｡この司会は栗本雅司先生碑林原生物化学研
究所 ･藤崎研究所長)が担当された｡
記念謙浜中の猪 貴義先生
特別溝演中の菊池建株先生
特別講演中の田中紀章先生
